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〔
出
演
〕
三
塚
幸
彦
さ
ん
・
大
河
内

淳
矢
さ
ん
・
戸
川
藍
山
さ
ん
（
尺
八
）、

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歩
み
や
教
育

の
一
環
と
し
て
、
ま
ち
お
こ
し
の
力

と
し
て
の
絵
手
紙
、
そ
し
て
遠
く
離

れ
た
町
や
人
を
つ
な
ぐ
絵
手
紙
の
力

を
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
〜
３
月
７
日

２２

�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
（
月

３０

曜
日
は
休
館
）

〔
会
場
〕 
逓  
信 
総
合
博
物
館
（
千
代

て
い 
し
ん

田
区
大
手
町
２
�
３
�
１
）

〔
入
館
料
〕
大
人
１
１
０
円
、
小
・

中
学
生
お
よ
び
高
校
生　

円
５０

〔
問
い
合
わ
せ
〕「
絵
手
紙
発
祥
の
地

―
狛
江
」
実
行
委
員
会
事
務
局
（
地

域
活
性
課
市
民
文
化
係
）

　

東
京
都
と
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
共
同
推
進
事
業
と
し
て
、

「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
一
緒
に
絵
手
紙

を
か
こ
う
！
親
子
絵
手
紙
体
験
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

木
津
陽
介
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、

渡
辺
文
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
名
古
屋

木
実
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
牧
野
眞
弓

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
渡
辺
正
子
箏
ア
ン

サ
ン
ブ
ル（
狛
江
高
校
箏
曲
部
Ｏ
Ｇ
）、

イ
ズ
ミ
・
ス
ウ
イ
ン
グ
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
榊
原
徹
さ
ん
・
堂
免
沙
樹
子

さ
ん
（
司
会
進
行
）
ほ
か

〔
特
別
ゲ
ス
ト
〕
シ
ズ
カ
楊
静
さ
ん

（
中
国
琵
琶
）、
三
木
稔
さ
ん
（
作
曲

家
）

〔
曲
目
〕
▽
ソ
ネ
ッ
ト
�
▽
ア
ダ
ー

ジ
ョ
と
ア
レ
グ
ロ
▽
か
ら
た
ち
の
花

▽
「
牧
歌
」
Ｌ
ａ　

Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｎ

ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
▽
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
こ
う
も

り
」
よ
り
「
公
爵
様
あ
な
た
の
よ
う

な
お
方
は
」
▽
合
奏
協
奏
曲
「
四
季
」

よ
り
「
春
」
▽
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・

レ
デ
ィ
ー
」
よ
り
「
踊
り
明
か
そ
う
」

ほ
か

〔
チ
ケ
ッ
ト
〕
一
般
２
�
０
０
０
円
、

小
学
生
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

〔
申
し
込
み
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
窓

口
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６
、
小

田
急
Ｏ
Ｘ
狛
江
店
宝
く
じ
売
り
場
、

泉
の
森
会
館
、
み
ん
な
の
広
場
へ
。

※
未
就
学
児
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕「
音
楽
の
街
�
狛

江
」
推
進
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
）
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
共
同
推
進
事
業
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当
日
は
、
ア

ニ
マ
ル
浜
口
さ

ん
・
浜
口
京
子

さ
ん
親
子
、
小

池
邦
夫
さ
ん

（
日
本
絵
手
紙

協
会
会
長
）
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え

て
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
を
行
い
、
参

加
者
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
等
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
手
紙
を
作
成
し
ま

す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
ゲ
ス

ト
と
参
加
者
が
作
成
し
た
絵
手
紙
を

市
内
公
共
施
設
等
で
展
示
し
ま
す
。

　

絵
手
紙
初
心
者
の
方
で
も
講
師
が

丁
寧
に
か
き
方
を
指
導
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
〕
小
学
校
３
〜
６
年
生
・
保

護
者

〔
定
員
〕
１
０
０
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

※
参
加
が
決
定
し
た
方
に
は
、
３
月

中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

４
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
、
代
表
者

名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
希
望
人
数
お
よ
び
全
員
の
名

前
・
学
年
・
学
校
名
を
は
が
き
に
明

記
の
上
、「
絵
手
紙
発
祥
の
地
�
狛

江
」
実
行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
活

性
課
市
民
文
化
係
）
へ
。

�
�

�
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�
�
�
�

　

絵
手
紙
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
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3月8日3月8日（日）（日）
午後３時開演
（２時３０分開場
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住民交流友好都市山梨県小菅村の皆さんの作品

エコルマホールエコルマホール
展示・多目的室展示・多目的室

「「絵絵手手紙紙オオーーケケスストトララ
～～人人をを、、ままちちをを動動かかすす絵絵手手
紙紙ののアアンンササンンブブルル～～」」

「絵手紙オーケストラ「絵手紙オーケストラ
～人を、まちを動かす絵手～人を、まちを動かす絵手
紙のアンサンブル～紙のアンサンブル～」」

3月２８日3月２８日（土）（土）
午後１時～４時（予定）午後１時～４時（予定）

日日日日日日日日日日 時時時時時時時時時時日　時

会会会会会会会会会会 場場場場場場場場場場会　場

アニマル浜口さん・浜口京子さん親子



広報こまえ　平成 ２１ 年（２００９ 年）２ 月 １５ 日　�
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平
成　

年
２
月
に
狛
江
市
生
活
安

１７

全
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
４
年
が

経
ち
ま
し
た
。
市
民
生
活
の
安
全
に

関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
犯
罪
を
防
止
し
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

狛
江
市
の
刑
法
犯
罪
の
認
知
件
数

は
、
平
成　

年
が
７
８
０
件
（
平
成

２０

　

年
の
ピ
ー
ク
時
の
１
�
４
３
５
件

１４か
ら
約　

％
減
少
）
と
年
々
減
少
し

４６

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
協
議
会
の
活
動

に
対
す
る
、
調
布
警
察
署
を
は
じ
め

防
犯
協
会
、
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
関
係
団
体
等
市
民
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
ご
協
力
の
結
果
で
す
。

市
内
の
昨
年
１
年
間
の
地
区
別
・
犯

罪
別
被
害
発
生
状
況
は
、
全
体
的
に

　

空
き
巣
等
の
侵
入
犯
罪
撲
滅
、
予

防
対
策
と
し
て
防
犯
診
断
事
業
を
開

始
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
家
屋
の
構
造
や
施
錠
・

防
犯
設
備
等
の
状
況
を
自
己
診
断
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
戸
建
用
・
共
同
住

宅
用
等
）
で
確
認
で
き
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
調
布
地
区
防
犯
協
会
狛
江

支
部
連
合
会
の
協
力
に
よ
り
、
市
内

各
地
域
ご
と
に
防
犯
診
断
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
配
布
、
説
明
会
等
の
周
知

活
動
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

　

時　

分

１１

３０

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
定
員
〕
１
５
０
人
※
要
予
約

▽
第
一
部　
「
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
」

〔
内
容
〕振
り
込
め
詐
欺
の
実
演（
寸

劇
）・
講
演

〔
講
師
〕村
元
弘
さ
ん（
東
京
都
青
少

年
・
治
安
対
策
本
部
治
安
対
策
課
長
）

▽
第
二
部　
「
防
犯
対
策
、あ
な
た
の

家
は
大
丈
夫
！
」

〔
内
容
〕
戸
締
ま
り
の
重
要
性
と
防

犯
対
策
（
防
犯
診
断
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
説
明
等
）

〔
講
師
〕
政

本
猛
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
京
都
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ

促
進
協
力
会

理
事
長
）

〔
申
し
込
み
〕
安
心
安
全
課
へ
。

　

東
京
都　

市
町
村
が
共
同
で
運
営

３９

す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
会
費
を
出
し
合
い
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
見
舞
金
を

受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

新
年
度
分（
４
月
１
日
共
済
開
始
）

の
申
し
込
み
は
現
在
予
約
受
け
付
け

中
で
す
。

〔
コ
ー
ス
・
会
費
〕
▽
Ａ
コ
ー
ス
年

額
１
�
０
０
０
円
で
最
高
３
０
０
万

円
の
見
舞
金
▽
Ｂ
コ
ー
ス
年
額
５
０

０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金

〔
対
象
〕
市
内
在
住
で
、
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
の
あ
る
方

※
小
・
中
学
生
、
消
防
団
員
は
市
の

費
用
で
、
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
し
ま
す

（
Ａ
コ
ー
ス
を
希
望
す
る
方
は
自
費

で
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
す
れ
ば
、
Ａ
コ

ー
ス
に
な
り
ま
す
）。

〔
共
済
期
間
〕
４
月
１
日
〜
平
成　
２２

年
３
月　

日
※
年
度
途
中
に
加
入
し

３１

た
場
合
は
、
申
し
込
み
日
の
翌
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

〔
見
舞
金
対
象
事
故
〕
日
本
国
内
で

発
生
し
た
交
通
事
故
で
、
次
の
交
通

機
関
等
で
身
体
に
傷
を
受
け
た
場
合

（
自
転
車
・
バ
イ
ク
・
自
動
車
・
電

車
・
汽
車
・
モ
ノ
レ
ー
ル
・
船
舶
・

航
空
機
・
身
体
障
が
い
者
用
の
車
椅

子
等
）

〔
見
舞
金
額
〕
下
表
の
と
お
り

※
見
舞
金
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の　

等
級
制
か
ら
６

１０

等
級
制
に
な
り
、
３
等
級
か
ら
６
等

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

級
の
見
舞
金
お
よ
び
見
舞
金
決
定
の

算
定
日
数
が
変
わ
り
ま
し
た
。

〔
交
通
遺
児
年
金
〕
義
務
教
育
終
了

前
の
遺
児
の
方
に
は
遺
児
年
金
（
一

人
に
つ
き
年　

万
２
�
０
０
０
円
）

１０

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕「
加
入
申
込
書
」
に
会

費
を
添
え
て
近
く
の
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
除
く
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

内　　　　　容区　分

「安全・安心の日」防犯キャンペーン

協議会関係 防犯講演会の実施

門柱灯等点灯「明るい」防犯まちづくり運動

安心・安全パトロール
（地域ボランティアにより市内全域で実施）地 域 関 係
防犯診断事業（新規事業）

防犯ブザーの貸与

学 校 関 係

防犯スプレー、さすまたの配備

学校安全ボランティアによる校内巡回

安全巡回員による校内巡視

こどもかけこみ110番

広報車による防犯広報

市役所関係

庁用車にマグネットパネル装着

青色回転灯搭載車による市内巡回

地域安全情報共有システム

職員による安心・安全パトロール

防災行政無線による防犯広報（こども見守り
放送）
米穀商組合など車両にマグネットパネルを装
着そ の 他

前年比合　計車上狙い自転車盗難子ども対象犯罪振り込め詐欺ひったくり空き巣町　別

△１７２６（４３）０（ １）１７（３４）１（ ０）０（ ３）０（ ２）８（ ３）岩 戸 北

△９２５（３４）２（ １）１８（１７）０（ ０）１（ ３）２（ ５）２（ ８）岩 戸 南

△１２２５（３７）０（ ０）２０（２５）０（ ０）３（ ３）０（ ３）２（ ６）東 野 川

△７１２（１９）０（ １）１０（ ５）０（ ０）１（ １）０（ ３）１（ ９）西 野 川

７５８（５１）３（ ３）４３（３５）０（ ０）１（ ５）３（ ０）８（ ８）和 泉 本 町

０３７（３７）３（ １）２６（１５）０（ ０）４（ ７）１（ ３）３（１１）中 和 泉

５８（ ３）０（ ０）７（ ２）０（ ０）０（ １）０（ ０） １（ ０）西 和 泉

１６２（６１）２（ １）５６（５２）０（ ０）２（ ３）０（ ２）２（ ３）東 和 泉

△６６２（６８）１（ ０）５８（６１）０（ ０）０（ １）０（ ３）３（ ３）元 和 泉

５２０（１５）２（ ２）１５（ ６）０（ ０）１（ ２）１（ ３）１（ ２）駒 井 町

△１４１０（２４）１（ １）７（１０）０（ ０）１（ ２）０（ ３）１（ ８）猪　 方

△４７３４５（３９２）１４（１１）２７７（２６２）１（ ０）１４（３１）７（２７）３２ （６１）合　計

�△４７３１５１△１７△２０△２９前年比

�������������

口
が
巧
妙
化
し
て
お
り
、
今
後
は
市

町
村
で
給
付
方
法
等
を
検
討
し
て
い

る
定
額
給
付
金
に
関
係
す
る
新
た
な

詐
欺
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

結果チ ェ ッ ク 項 目
家の周囲から建物の見通しが良い１

家の外周・
照 明 等

植栽の剪定を定期的に行っている２
防犯砂利を敷いていて歩くと音がする３
カメラつきインターホンを設置している４
門扉に錠をかけている５
２階のベランダ等へ上る足場となるものがない６
防犯カメラが付いている７
門灯や玄関灯により、玄関の周囲は明るい８
勝手口等にセンサーライトを取り付けている９
壊されにくい材質や性能のドアである１０

住 居
出入り口

ピッキングやサムターン回しに強い錠である１１
ガードプレートを取り付けている１２
一つのドアに錠を二つ以上取り付けている１３
窓に雨戸やシャッターを取り付けている１４

窓
窓に面格子を取り付けている１５
防犯ガラスを使ったり、防犯フィルムをはっている１６
補助錠を取り付けている１７
出掛けるときは、必ず施錠している１８

そ の 他 機械警備システムを付けている１９
ベランダの手すりは、外からの見通しが良い２０

■防犯診断チェックシート（戸建て住宅）

十分な防犯対策がなされています。しかし、犯人はわずかな
油断を見逃しません。今後も防犯に心掛けてください。１６個以上

防犯対策はなされていますが、さらなる対策をお願いします。１５～１１個
少し不安です。さらに防犯対策をお願いします。１０～６個
泥棒が真っ先に目を付けます。十分な防犯対策をとって被害
に遭わないようにしてください。５個以下

下記のチェック項目を○か×でお答えください。

■生活安全対策協議会の取り組み状況

■平成２０年地区別・犯罪別被害発生状況（調布警察署手集計）

※防犯診断の結果は、防犯体制の目安と考えてください。泥棒は常に新たな手口
を研究しています。常に防犯に心掛けて、被害に遭わないようにしてください。
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減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
自

転
車
盗
、
車
上

狙
い
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
振
り

込
め
詐
欺
や
還

付
金
詐
欺
の
手
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■共済見舞金

見 舞 金 額交通災害の程度
（交通災害を受けた日から1年以内）

等　級
Ｂコース（5００円）Ａコース（1，000円）

１５０万円３００万円死亡１等級

１００万円２００万円重度の後遺障害２等級

１６万円２５万円入院日数３０日以上の傷害３等級

６万円９万円入院日数１０日以上３０日未満または実治療
日数３０日以上の傷害４等級

３万円５万円実治療日数１０日以上３０日未満の傷害５等級

２万円３万円実治療日数１０日未満の傷害６等級
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○の数を数えて、あなたの家の防犯対策を確認してください。



�　広報こまえ　平成 ２１ 年（２００９ 年）２ 月 １５ 日

狛江市役所　� （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/FAX HP

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
方

〔
提
出
方
法
〕
３
月
２
日
�
ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
お
よ
び
在
学
・
在
勤
の

方
は
そ
の
名
称
等
を
記
入
の
上
、
窓

口
へ
提
出
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子

メ
ー
ル
（saihen-iken@

city.k
om
ae.lg.jp

）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
政
策
室

企
画
法
制
担
当
へ
。

　

梅
若
さ
ま

　

昭
和
五
十
年
代
の
初
め
、
小
足
立

で
、
明
治
生
ま
れ
の
数
人
か
ら
お
話

を
う
か
が
っ
た
と
き
、
年
中
行
事
の

な
か
に
「 
梅  
若 
」
と
か
「
梅
若
さ
ま
」

う
め 
わ
か

な
ど
と
よ
ば
れ
る
日
の
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
三
月
十
五
日
と
い
う

人
、
ま
た
、
二
月
十
五
日
と
す
る
人

も
あ
り
ま
し
た
が
、
春
の
訪
れ
を
思

わ
せ
る
こ
の
日
の
行
事
に
、
心
は
ず

む
お
も
い
で
し
た
。

　

梅
の
枝
を
と
っ
て
大
神
宮
様
の
神

棚
や
荒
神
様
の
棚
に
上
げ
る
家
、
小

豆
飯
を
炊
い
て
仏
さ
ま
（
仏
壇
）
に

供
え
る
家
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
梅
若
さ
ま
だ
っ
て
、小
豆

の
ご
は
ん
を
炊
き
ま
し
た
。
べ
つ
に

何
か
飾
る
の
で
も
な
く
、
仏
壇
に
、

仏
さ
ま
と
梅
若
さ
ま
と
両
方
に
小
豆

飯
を
上
げ
る
ん
で
す
。い
ま
で
も（
昭

和　

年
現
在
）、梅
若
さ
ま
の
日
だ
っ

５２
て
気
が
つ
く
と
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
、
と
く
に
畑
仕
事
を
休
む
っ
て

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　

梅
若
さ
ま
は
、
梅
若
丸
と
か
い
う

子
ど
も
で
ね
、
隅
田
川
の
辺
り
で
亡

く
な
っ
た
の
で
、
供
養
す
る
日
な
の

だ
と
、
お
ば
あ
さ
ん
（
姑
）
か
ら
聞

き
ま
し
た
。
梅
若
さ
ま
は
、
人
買
い

だ
か
何
か
に
ど
っ
か
へ
連
れ
て
行
か

れ
る
、
そ
の
途
中
の
道
で
、
病
気
で

亡
く
な
ら
れ
た
人
だ
っ
て
言
う
ひ
と

も
い
ま
し
た
ね
」（
冨
永
イ
ソ
さ
ん　

明
治　

年
生
）

２８

　

梅
若
さ
ま
の
行
事
を
小
足
立
で
知

っ
て
か
ら
、
岩
戸
で
次
の
よ
う
な
こ

と
を
聞
き
ま
し
た
。「
小
学
生
の
と
き
、

今
日
は
梅
若
さ
ま
だ
と
、
小
足
立
の

友
だ
ち
が
言
っ
て
い
た
の
を
お
ぼ
え

て
い
ま
す
よ
。
何
の
こ
と
だ
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
梅
若
さ
ま
っ

て
こ
と
ば
だ
け
は
、
耳
に
の
こ
っ
て

い
た
ん
だ
ね
ぇ
。
ず
う
っ
と
後
に
な

っ
て
、
人
買
い
に
さ
ら
わ
れ
て
奥
州

へ
連
れ
て
行
か
れ
る
途
中
、
隅
田
川

の
ほ
と
り
で
亡
く
な
っ
た
っ
て
い
う

梅
若
丸
の
話
を
知
っ
て
ね
、
梅
若
っ

て
、
悲
劇
の
子
の
名
前
な
ん
だ
と
、

あ
ら
た
め
て
思
っ
た
ん
で
す
」（
佐
藤

キ
サ
さ
ん　

明
治　

年
生
）

３５

　

三
十
何
年
か
前
に
小
足
立
で
聞
い

た
梅
若
さ
ま
の
行
事
に
つ
い
て
、
先

日
（
平
成　

年
一
月
下
旬
）、
同
所
の

２１

数
人
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

代
が
わ
り
し
た
な
か
で
、
い
ま
も
こ

の
行
事
を
伝
え
て
い
る
お
宅
に
出
会

い
ま
し
た
。
前
に
も
お
訪
ね
し
て
お

話
を
う
か
が
っ
た
冨
永
稲
吉
さ
ん

（
明
治　

年
生
）
の
お
宅
で
、
感
慨

４１

も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
当
家
で
は
、

む
か
し
か
ら
二
月
十
五
日
を
梅
若
さ

ま
・
梅
若
な
ど
と
い
っ
て
、
大
神
宮

様
の
神
棚
と
荒
神
様
の
棚
に
、
梅
の

枝
を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
日
は
雑
煮
を
食
べ
、
ア
ソ
ビ
日
な

の
で
農
作
業
を
休
む
習
わ
し
で
す
。

　

梅
若
の
日
に
草
団
子
や
牡
丹
餅
な

ど
変
わ
り
も
の
を
作
っ
た
り
、
農
作

業
を
休
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
は
、
多

摩
地
方
の
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
梅
若
の
念
仏
和
讃
を
伝
え
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

謡
曲
「
隅
田
川
」
の
題
材
と
な
っ

た
梅
若
伝
説
を
伝
え
る
墨
田
区
の 
木 もく

 
母  
寺 
で
は
、
梅
若
丸
の
命
日
（
梅
若

ぼ 

じ

忌　

陰
暦
三
月
十
五
日
）
に
、
か
つ

て
は
大
念
仏
供
養
が
営
ま
れ
て
い
ま

す
。
梅
若
忌
は
、
農
村
で
は
そ
の
季

節
の
行
事
と
結
び
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
習
わ
し
が
の
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

再
編
方
針
の
位
置
付
け

再
編
方
針
の
位
置
付
け

　

公
共
施
設
再
編
方
針
は
、
平
成　
１５

年
策
定
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

を
起
点
と
し
、
さ
ら
に
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
優
先
度
、
提
供
方
法
な
ど
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
や
、公
共
施
設
・

用
地
の
資
産
管
理
の
視
点
を
加
え
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
市
を
取
り
巻
く
社

会
・
経
済
情
勢
の
変
化
や
厳
し
い
財

政
事
情
を
踏
ま
え
、
将
来
の
財
政
負

担
を
可
能
な
限
り
抑
え
つ
つ
、
地
域

に
と
っ
て
最
適
な
公
共
施
設
の
配
置

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す

も
の
で
す
。対

象
施
設

対
象
施
設

▽
地
域
・
地
区
セ
ン
タ
ー

▽
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

▽
保
育
園

▽
学
童
保
育
所

▽
児
童
館
・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

▽
駐
車
場
・
駐
輪
場
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▽
小
・
中
学
校

▽
市
民
ホ
ー
ル（
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
）

▽
古
民
家
園
（
む
い
か
ら
民
家
園
）

▽
体
育
施
設

▽
公
民
館

▽
図
書
館

▽
都
市
公
園

▽
児
童
遊
園

▽
未
利
用
地
（
駅
前
三
角
地
、
旧
第

七
小
学
校
跡
地
等
）

目
標
年
次

目
標
年
次

　

再
編
方
針
は
、
長
期
的
な
展
望
の

も
と
で
将
来
の
公
共
施
設
の
あ
る
べ

き
姿
を
見
据
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

多
く
の
施
設
が
今
後　

年
の
間
に
大

１０

規
模
な
更
新
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と

や
、
具
体
的
で
実
行
性
の
あ
る
方
針

と
す
る
た
め
に
、
お
お
む
ね　

年
間

１０

を
見
据
え
た
も
の
と
し
、
そ
の
後
は

社
会
情
勢
や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
更
新
し
て
い
く
こ
と
。

公
共
施
設
を
取
り
巻
く
状
況

公
共
施
設
を
取
り
巻
く
状
況

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
長
期
化
や
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
し
、
高
齢
者
の
増
加

等
に
よ
る
医
療
・
福
祉
に
係
る
コ
ス

ト
の
増
大
な
ど
も
予
測
さ
れ
る
中
、

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
で
効
率
的
な

公
共
施
設
の
維
持
管
理
・
運
営
が
求

め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
公
共
施
設
が
総
じ

て
老
朽
化
し
て
お
り
、
そ
の
維
持
管

理
・
更
新
を
効
率
的
に
行
い
、
耐
震

化
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
財
政
予
測

今
後
の
財
政
予
測

　

各
施
設
の
通
常
の
管
理
・
運
営
費

用
と
、
今
後　

年
間
で
見
込
ま
れ
る

２０

定
期
的
な
維
持
修
繕
費
、
な
ら
び
に

耐
用
年
数
に
応
じ
た
再
建
築
費
を
試

算
す
る
と
、
現
状
の
予
算
規
模
で
推

移
し
た
場
合
、
約
１
億
５
�
０
０
０

万
円
の
財
源
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ

る
。

※
あ
く
ま
で
も
委
員
会
で
の
試
算
で
、

た
だ
ち
に
市
の
予
算
が
不
足
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
再
編
方
針

公
共
施
設
再
編
方
針

●
公
共
施
設
再
編
方
針
の
基
本
原
則

▽
財
政
制
約
を
認
識
し
た
方
針
の
検

討
　

厳
し
い
財
政
状
況
や
今
後
想
定
さ

れ
る
施
設
の
維
持
更
新
経
費
等
の
増

大
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
規
投
資
へ

の
財
源
は
乏
し
く
、
ま
た
耐
震
化
・

老
朽
化
対
応
も
速
や
か
に
行
え
る
状

況
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
財
政
制
約
を
十
分
に

踏
ま
え
、
優
先
順
位
付
け
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
在
り
方
の
見
直
し
な
ど
選

択
と
集
中
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、

実
行
性
の
高
い
再
編
方
針
と
す
る
こ

と
。

▽
「
選
択
と
集
中
」
が
基
本

　

財
政
制
約
を
踏
ま
え
て
継
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
や
利
用
実
態
、
設

置
目
的
と
現
状
と
の
整
合
な
ど
を
考

慮
し
、
真
に
行
政
が
行
う
べ
き
も
の

に
つ
い
て
優
先
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

維
持
す
べ
き
も
の
と
廃
止
す
べ
き

も
の
と
の
区
分
に
当
た
っ
て
は
、「
市

民
自
ら
の
自
発
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
誕

生
」、「
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

そ
の
上
で
、
維
持
す
べ
き
施
設
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
耐
震
化
ま
た

は
更
新
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

維
持
、
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

　

更
新
に
当
た
っ
て
は
、
空
き
ス
ペ

ー
ス
の
あ
る
施
設
へ
の
集
約
や
、
隣

接
す
る
施
設
と
の
複
合
化
等
に
よ
る

効
率
的
・
効
果
的
な
再
編
を
行
い
、

特
に
必
要
性
の
高
い
施
設
に
つ
い
て

は
、
安
全
の
確
保
や
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め

に
、
原
則
と
し
て
未
利
用
地
・
暫
定

利
用
地
を
利
用
し
た
整
備
や
空
き
施

設
等
の
転
用
等
に
よ
り
優
先
的
に
取

り
組
む
こ
と
。

　

ま
た
、
廃
止
す
べ
き
施
設
に
つ
い

て
は
、
他
施
設
へ
の
転
用
を
含
め
た

活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

▽
計
画
推
進
体
制
の
整
備

　

本
方
針
に
沿
っ
た
公
共
施
設
の
管

理
運
営
・
再
編
整
備
が
適
切
に
推
進

さ
れ
る
よ
う
、
庁
内
に
お
け
る
進
捗

管
理
体
制
を
確
保
し
、
併
せ
て
計
画

実
施
プ
ロ
セ
ス
を
市
民
に
適
切
に
情

報
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
確
保

す
る
こ
と
。

●
優
先
順
位
の
考
え
方

　

利
用
実
態
や
設
置
目
的
と
現
状
と

の
整
合
な
ど
を
考
慮
し
、
行
政
が
行

う
べ
き
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
ど
う
か

を
検
討
し
、
真
に
行
政
が
行
う
べ
き

も
の
に
つ
い
て
優
先
的
に
施
設
・
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行
い
、そ
の
管
理
・

運
営
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
民

間
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
行
政

負
担
の
最
小
化
を
図
る
こ
と
。

－その　１８１　－

�

�
�
�
�
�
�
	


�
��



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
 
!
"
#
$
�
%
&

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
�
#
$
%
&
'
(

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
�
"
#
$
%
&
�
'
(
�

�
�
�
�
�
��

	


�
�


�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
�
$
%
&
'
�
(
	

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
$

�

�
�
�
�
�
�
	
��
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
 
!
"

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

〜
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

〜
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
江江江江江江江江江江江江江江江江
市市市市市市市市市市市市市市市市
公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共
施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設
再再再再再再再再再再再再再再再再
編編編編編編編編編編編編編編編編
方方方方方方方方方方方方方方方方
針針針針針針針針針針針針針針針針
策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定定定
委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会
中中中中中中中中中中中中中中中中
間間間間間間間間間間間間間間間間
報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告

狛
江
市
公
共
施
設
再
編
方
針
策
定
委
員
会
中
間
報
告

パパパパパパパパパパパパパパパパ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
クククククククククククククククク
ココココココココココココココココ
メメメメメメメメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・・・・・・・・・・・・・・・・・
ごごごごごごごごごごごごごごごご
意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見
をををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおお
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
せせせせせせせせせせせせせせせせ
くくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいい

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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▽
日
曜
窓
口
〔
日
時
〕　

日
�
午
前

２２

８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
夜
間
窓
口
〔
日
時
〕　

日
�
午
後

２６

８
時
ま
で

〔
会
場
〕
納
税
課

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２０

都
市
計
画
税
（
第
４
期
分
）、
平
成　
２０

年
度
国
民
健
康
保
険
税（
第
８
期
分
）

は
、
３
月
２
日
�
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

２
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
を

行
い
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）。

■
課
長
職

▽
企
画
財
政
部
政
策
室
長
（
兼
）
定

額
給
付
金
対
策
室
長　

平
林
浩
一

（
企
画
財
政
部
政
策
室
長
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

 　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
国
民
健
康

７０

７４

保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お
使
い
の
方

で
、
現
在
の
医
療
機
関
で
の
窓
口
負

担
が
１
割
の
方
は
、
４
月
１
日
か
ら

２
割
負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
平
成　

年
３
月　

日
ま

２２

３１

で
の
１
年
間
、
１
割
負
担
に
据
え
置

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の

一
部
負
担
金
の
割
合
欄
に「
２
割（
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
は
１
割
）」と

２１

３１

２
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
〜

市
職
員
の
人
事
異
動

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
負
担
割
合
の
お
知
ら
せ

記
載
の
あ
る
方
に
は
、
改
め
て
負
担

割
合
「
１
割
」
と
記
載
し
た
高
齢
受

給
者
証
を
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

負
担
割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
に

前
年
の
所
得
に
よ
り
見
直
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
保
険

年
金
係

 　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
１
月
１
日
�
か
ら
新
し

く
決
ま
り
、
主
任
児
童
委
員
に
指
名

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
区
域
を
直
接

担
当
し
ま
せ
ん
が
、
児
童
福
祉
関
係

機
関
と
、
区
域
を
担
当
す
る
児
童
委

員
と
の
連
絡
・
調
整
を
学
区
域
に
応

じ
て
行
い
ま
す
。

〔
氏
名
〕
�
畑
節
子

〔
住
所
〕
東
和
泉
２
�　

�　
２０

１８

〔
電
話
番
号
〕
�
（
３
４
８
９
）
５

９
１
８

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
総
合
調
整
担
当

 　

青
少
年
の
余
暇
の
指
導
、
青
少
年

団
体
の
育
成
、
青
少
年
指
導
者
に
対

す
る
援
助
、
青
少
年
教
育
の
振
興
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

１８

在
学
・
在
勤
の
方

〔
募
集
人
員
〕
２
人

〔
任
期
〕
２
年
（
４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日
）

２３

３１

〔
会
議
等
開
催
〕
原
則
平
日
の
夜
間

（
年
３
回
程
度
）。そ
の
ほ
か
青
少
年

関
係
事
業
の
企
画
等
へ
の
参
加
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

民
生
・
児
童
委
員
が
新
し
く

決
ま
り
ま
し
た

青
少
年
委
員
の
募
集

　

１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
く
、
年
次
別
人
口
、

町
別
世
帯
数
お
よ
び
人
口
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

人
口
は
７
万
５
�
９
９
５
人
、

世
帯
数
は
３
万
７
�
７
０
０
世

帯
、
一
世
帯
平
均
２
・
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
の
登
録
人
口

は
９
２
６
人
、
外
国
人
世
帯
数

は
５
０
６
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

■町別世帯数・人口

住民基本台帳人口地域
町名 総数世帯数 女男

（６,６７１）６,６３２（５,９９４）５,９３９（１万２,６６５）１万２,５７１（６,１９２）６,２００和泉本町

（５,３１９）５,３９４（５,４２５）５,４５６（１万７４４）１万０,８５０（５,３３７）５,４１１中 和 泉

（１,２４２）１,２４２（１,１７０）１,１４０（２,４１２）２,３８２（１,２７８）１,２７９西 和 泉

（１,６２１）１,６１３（１,６９７）１,６８１（３,３１８）３,２９４（１,８２６）１,８１９元 和 泉

（３,１３３）３,１４３（２,８９９）２,８５５（６,０３２）５,９９８（３,４８６）３,５１１東 和 泉

（２,９５５）２,９５９（３,１６６）３,１４９（６,１２１）６,１０８（３,０３７）３,０４６猪 方

（２,１０４）２,０９７（２,１７８）２,１５７（４,２８２）４,２５４（１,９１１）１,９００駒 井 町

（４,４６０）４,４７２（４,５０９）４,４５９（８,９６９）８,９３１（４,１５４）４,１４７岩 戸 南

（３,６３２）３,６９０（３,３７９）３,３９４（７,０１１）７,０８４（３,７８４）３,８６５岩 戸 北

（３,８３２）３,７６７（３,７６７）３,７５４（７,５９９）７,５２１（３,３８１）３,３８０東 野 川

（３,５２５）３,５３２（３,４７１）３,４７０（６,９９６）７,００２（３,１１５）３,１４２西 野 川

（３万８,４９４）３万８,５４１（３万７,６５５）３万７,４５４（７万６,１４９）７万５,９９５（３万７,５０１）３万７,７００合　計

平成２１年１月１日現在（　）内は昨年同期
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日
�
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

２７氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
お
よ
び
作
文
「
青
少
年
の
居
場

所
に
つ
い
て
」を
８
０
０
字
程
度（
用

紙
自
由
）
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
で
、
児
童
青
少
年
課
児
童
青

少
年
係
へ
。

 　

国
土
交
通
省
で
は
、
住
生
活
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
住
宅
政
策
の
在
り

方
や
住
宅
に
関
す
る
予
算
、
税
制
、

融
資
の
企
画
立
案
の
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
、
毎
年
「
住
宅
市
場
動
向
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
期
間
中
に
新
た
に
住
宅

を
建
築
し
て
入
居
さ
れ
た
世
帯
（
注

文
住
宅
）、分
譲
住
宅
や
中
古
住
宅
を

購
入
し
入
居
さ
れ
た
世
帯
、
賃
貸
住

宅
に
入
居
さ
れ
た
世
帯
、
リ
フ
ォ
ー

ム
を
実
施
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
に
、

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
資
金
の

調
達
方
法
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
の
郵
送
が
あ
っ
た
場
合
や
、

調
査
員
が
訪
問
し
た
と
き
、
ま
た
は

�
全
国
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
連
合

会
の
会
員
企
業
か
ら
配
布
が
あ
っ
た

場
合
は
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
国
土
交
通
省
住
宅

政
策
課
�
（
５
２
５
３
）
８
１
１
１

 
〔
対
象
〕
４
月
１
日
現
在
、
都
営
水

道
を
使
用
し
て
い
る
地
域
に
在
住
の

満　

歳
以
上
の
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

２０
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧
お
よ
び
電
子
メ
ー

ル
を
日
本
語
で
利
用
で
き
る
方
（
同

地
域
の
公
務
員
を
除
く
）

〔
内
容
〕
▽
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
（
年

６
回
程
度
）
▽
水
道
モ
ニ
タ
ー
説
明

「
住
宅
市
場
動
向
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

東
京
都
水
道
局
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

会
出
席
▽
水
道
施
設
見
学
会
参
加

〔
謝
礼
〕
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
１

回
に
つ
き
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分

〔
任
期
〕
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

〔
応
募
方
法
〕
２
月　

日
�
午
後
５

２７

時
ま
で
に
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.w
aterw

orks.
m
etro.tokyo.jp/

）
の
応
募
フ
ォ

ー
ム
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

と
「
水
道
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」

を
２
０
０
字
程
度
で
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
結
果
〕
応
募
者
全
員
に
電
子

メ
ー
ル
で
通
知
し
ま
す（
３
月
下
旬
）。

※
利
用
す
る
機
器
や
通
信
費
用
等
は
、

本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
水
道
局
広

報
サ
ー
ビ
ス
課
�
（
５
３
２
０
）
６

３
２
７

 　

国
民
年
金
制
度
に
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
免
除
制
度
（
全
額
免
除
・
一
部
免

除
）・
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
申
請
が
必
要
で

す
が
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
免
除
の
承
認
期
間
に
限
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

一
部
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
学
生
納
付

特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
つ

い
て
は
、
将
来
、
保
険
料
の
納
付
が

な
い
場
合
、
年
金
額
の
計
算
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
部
免
除
の
期
間
は
、
一

部
納
付
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
も
承
認
を
受

け
て
か
ら　

年
ま
で
の
間
に
、
保
険

１０

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

特
例
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
追

納
）。
た
だ
し
、経
過
期
間
に
よ
り
一

定
の
額
が
保
険
料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中
に

不
慮
の
事
故
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
、
生
計
を
維
持
し
て
い
た
子
の

あ
る
妻
ま
た
は
子
に
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
に
、
国
民
年
金

か
ら
次
の
よ
う
な
給
付
が
あ
り
ま
す
。

〔
寡
婦
年
金
〕
保
険
料
納
付
済
期
間

ま
た
は
保
険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ

て
、　

年
以
上
あ
る
夫
が
死
亡
し
た

２５

場
合
、　

年
以
上
継
続
し
て
婚
姻
関

１０

係
の
あ
っ
た
妻
に　

歳
か
ら　

歳
に

６０

６５

な
る
ま
で
の
期
間
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
死
亡
一
時
金
〕
保
険
料
納
付
済
期

間
の
合
計
が　

カ
月
以
上
あ
る
方
が

３６

死
亡
し
た
場
合
、
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
保
険
料
納
付
済
期
間
に
は
、
一
部

免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
も
含
ま
れ

ま
す
。
半
額
免
除
を
受
け
て
い
た
期

間
は
半
額
免
除
期
間
の
月
数
の
２
分

の
１
が
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

同
様
に
４
分
の
１
免
除
を
受
け
て
い

た
期
間
は
４
分
の
３
が
、
４
分
の
３

免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
は
４
分
の

１
が
納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時

金
と
も
、
被
保
険
者
が
死
亡
前
に
老

齢
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
・
寡
婦
年

金
・
死
亡
一
時
金
は
、
い
ず
れ
も
併

給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

万
が
一
の
と
き
、
国
民
年
金

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
が
あ

り
ま
す

71,000

72,000

73,000

74,000

75,000

76,000

77,000
（人）

平成７年８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２１２０

72,86872,868
72,92672,926

72,81672,816

73,66573,665 73,54373,543

73,64373,643
73,74173,741

74,26374,263

75,15875,158
75,23975,239

75,64475,644

76,30876,308
76,07476,074

76,14976,149
75,99575,995

■年次別人口の推移



�　広報こまえ　平成 ２１ 年（２００９ 年）２ 月 １５ 日

狛江市役所　� （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/FAX HP

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�

	
	
	
	
	
	
	
 　

海
外
留
学
な
ど
海
外
で
生
活
を
す

る
方
も
、
希
望
に
よ
り
国
民
年
金
に

任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
来
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
期

間
は
、
合
算
対
象
期
間
と
し
て
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
に
任
意
で
加
入
す
る
こ

と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
日
本
に
お
け
る

最
終
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険

事
務
所
、
ま
た
は
健
康
支
援
課
保
険

年
金
係
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
日
本
に
お
け
る
最
終
住
所
地
が
な

い
場
合
は
、
千
代
田
社
会
保
険
事
務

所
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成　

年
度

２１

か
ら
皆
さ
ん
の
保
険
料
納
付
実
績
や

年
金
の
見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付
を
予

定
し
て
い
ま
す
（
以
後
、
毎
年
誕
生

月
に
送
付
）。

　

住
所
や
名
前
に
変
更
が
あ
っ
た
方

で
、
届
け
出
が
お
済
み
で
な
い
場
合

は
、
各
種
お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
変

更
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
届
け
出
先
〕

▽
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者　

健

康
支
援
課
保
険
年
金
係
へ
。

▽
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
お

よ
び
そ
の
被
扶
養
配
偶
者　

厚
生
年

金
・
共
済
組
合
加
入
者
の
勤
務
先
を

海
外
で
生
活
す
る
方
も
、
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

住
所
や
名
前
に
変
更
が
あ
っ

た
際
は
届
け
出
が
必
要
で
す

経
由
し
、
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務

所
へ
。

▽
年
金
受
給
者
・　

歳
以
上
で
年
金

６０

を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
（
裁
定

請
求
済
み
で
現
在
停
止
に
な
っ
て
い

る
方
も
含
む
）　

府
中
社
会
保
険
事

務
所
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 
�
狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

１８

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
議
題
〕「
狛
江
の
ま
ち
�
魅
力
百

選
」
に
つ
い
て
、
現
況
報
告
ほ
か

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
市
整
備
課
企
画

計
画
係

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
６
時　

２４

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

�
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
６
時
か

２５

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
文
化

財
担
当

�
第　

回
狛
江
市
総
合
型
地
域
ス
ポ

１０

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
議

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

　

ア
ド
プ
ト
制
度
は
道
路
・
公
園
・

河
川
敷
な
ど
の
市
の
公
共
施
設
を
、

地
域
住
民
の
団
体
や
企
業
等
が
行

政
と
協
働
で
清
掃
お
よ
び
美
化
活

動
を
行
う
制
度
で
す
。

〔
ア
ド
プ
ト
制
度
募
集
場
所
〕
▽

地
域
・
地
区
セ
ン
タ
ー
（
担
当
は

地
域
活
性
課
市
民
活
動
推
進
係
）

▽
公
園
お
よ
び
児
童
遊
園
等
（
担

当
は
環
境
管
理
課
環
境
整
備
係
）

▽
歩
道
お
よ
び
植
樹
帯
（
担
当
は

環
境
管
理
課
道
路
管
理
係
）

〔
対
象
〕
３
人
以
上
で
構
成
す
る

団
体
お
よ
び
企
業
な
ど

〔
活
動
支
援
〕
▽
消
耗
品
程
度
の

物
品
の
貸
与
ま
た
は
支
給
▽
表
示

板
の
設
置
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
加
入
▽
ご
み
の
回
収
▽
そ
の
ほ

か
活
動
に
必
要
な
こ
と

〔
申
し
込
み
〕
希
望
す
る
活
動
場

所
の
担
当
課
に
申
出
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
市

民
活
動
推
進
係
お
よ
び
担
当
課

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
中
に
お

２１

け
る
職
員
の
欠
員
補
充
の
た
め
採

用
資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

採
用
予
定
日
は
４
月
１
日
で
す
。

〔
職
種
〕
保
育
士

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名

〔
受
験
資
格
〕
▽
昭
和　

年
４
月

５５

２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
▽
保
育
士

の
資
格
を
有
す
る
方
▽
活
字
印
刷

に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
方
※

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公

務
員
法
第　

条
（
欠
格
条
項
）
に

１６

該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

〔
実
施
要
項
・
申
込
書
配
布
期
間
〕

２
月　

日
�
（
午
前
８
時　

分
〜

２０

３０

午
後
５
時
）
ま
で
職
員
課
で
配
布

（
日
曜
日
を
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕
左
表
の
と
お
り

〔
提
出
書
類
〕
▽
受
験
申
込
書
▽

資
格
等
証
明
書
の
写
し
▽
最
終
学

歴
卒
業
証
明
書
お
よ
び
成
績
証
明

書〔
第
一
次
試
験
日
〕
３
月
１
日
�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

平
成

年
度
市
職
員
募
集

平
成　

年
度
市
職
員
募
集

２１２１

■申込方法

受付期間・受付場所申込方法

２月２０日�までに、職員課（日曜日
を除く午前８時３０分～午後５時）へ
持参してください。

持　参

２月２０日�（必着）までに、受験票送
付に係る８０円分の切手を同封し、配達
記録で郵送してください。
〔あて先〕
〒２０１－８５８５　和泉本町１－１－５
狛江市役所職員課採用試験担当

郵　送
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▽
広
告
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
掲

載
料
の
ほ
か
、
東
京
都
野
外
広
告

物
条
例
に
基
づ
く
都
知
事
の
許
可

申
請
手
続
き
、
お
よ
び
手
数
料

（
２
１
０
円
）
が
別
途
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
広
告
の
作
成
、

取
り
付
け
、
撤
去
に
要
す
る
経
費

は
、
広
告
主
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽
広
告
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責

任
は
、
広
告
主
が
負
う
こ
と
と
し

ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３

月　

日
�
ま
で
に
市
民
課
へ
。

１６

　

市
内
各
所
に
設
置
し
て
い
る

「
住
居
表
示
街
区
案
内
図
」
の
う

ち
、
次
の
５
カ
所
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
で
配
布
し

て
い
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
掲
載
場
所

▽
中
和
泉
四
丁
目　

番
２５

▽
中
和
泉
五
丁
目　

番
１７

▽
東
和
泉
一
丁
目　

番
２３

▽
西
野
川
四
丁
目
６
番

▽
駒
井
町
一
丁
目
７
番

※
複
数
申
し
込
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
広
告
の
大
き
さ

　

広
告
面
積
が
０
・　
３２

�
以
下
で
あ
る
こ
と

（
掲
載
イ
メ
ー
ジ
参
照
）

●
募
集
枠

　

案
内
図
１
枚
に
つ
き

１
枠

●
掲
載
期
間

　

５
月
１
日
〜
平
成　
２２

年
４
月　

日
３０

●
掲
載
料

　

１
枚
に
つ
き
５
万
円

（
年
額
）

●
提
出
書
類

▽
狛
江
市
住
居
表
示
街

区
案
内
図
広
告
掲
載
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

▽
広
告
原
稿
ま
た
は
広

告
内
容
が
分
か
る
も
の
（
イ
メ
ー

ジ
で
も
可
）

●
注
意
事
項

▽
「
狛
江
市
公
共
物
等
有
料
広
告

掲
載
取
扱
要
綱
」
お
よ
び
「
狛
江

市
住
居
表
示
街
区
案
内
図
広
告
掲

載
に
関
す
る
取
扱
基
準
」
の
規
定

を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

【掲載方法】
面積０.３２�以下、かつ広告スペース
板からはみ出さない範囲でシール広
告を作成し、貼付していただきます。

（
掲
載
イ
メ
ー
ジ
）

中和泉四丁目２５番 中和泉五丁目１７番 東和泉一丁目２３番

西野川四丁目６番 駒井町一丁目７番
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供養塚児童公園での清掃活動



広報こまえ　平成 ２１ 年（２００９ 年）２ 月 １５ 日　�

�������������������������������������	
�����
����
�����
�����
�	���� ��

������������	�


■
健
康
麻
雀
講
座
で
あ
な
た
も
脳
ト

レ
（
全
６
回
）

〔
日
程
〕
３
月
１
日
�
・
７
日
�
・

　

日
�
、
４
月
４
日
�
・　

日
�
・

１５

１２

　

日
�
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
〜

１８

３０

４
時　

分
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
初

３０

６０

心
者
で
全
回
参
加
で
き
る
方〔
定
員
〕

　

人
〔
内
容
〕
飲
ま
な
い
吸
わ
な
い

２０賭
け
な
い
健
康
的
な
麻
雀
〔
講
師
〕

岡
本
功
さ
ん
、
ほ
か
〔
持
ち
物
〕
筆

記
用
具
〔
参
加
費
〕
１
�
０
０
０
円

（
６
回
分
。
第
１
回
目
に
持
参
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１６セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

■
３
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
口
体
操　
〔
日
程
〕
９
日
�
〔
講

師
〕
原
眞
奈
美
さ
ん

▽
体
力
測
定
と
体
操　
〔
日
程
〕　

日
１８

�
〔
講
師
〕
こ
ま
え
苑
職
員

▽
要
介
護
に
つ
な
が
る
疾
患
・
予
防

は　
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講
師
〕
野
村

２４

明
さ
ん
（
成
城
内
科
理
事
長
）

各
日
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時
〔
定
員
〕
先
着　

人
※
水
分
は
各

２０

自
準
備
し
、
運
動
時
は
動
き
や
す
い

服
装
・
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
か
ら
こ
ま
え
苑
�
（
３
４
８

１６９
）
２
４
１
７
へ
。

■
家
族
介
護
者
教
室
「
認
知
症
か
な

と
気
付
い
た
と
き
の
対
応
」

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
３
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講

２０

師
〕
梼
木
て
る
子
さ
ん
（
静
岡
福
祉

大
学
）〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
か
ら
こ
ま
え
正
吉
苑
�
（
５
４
３

８
）
２
５
２
２
へ
。

■
第
８
回
市
民
健
康
講
座

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
受
付
時
間
は

２１

午
後
１
時　

分
〜
３
時
（
４
時　

分

３０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

ル
展
示
・
多
目
的
室
〔
対
象
〕
市
民

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

〔
内
容
・
講
師
〕
▽
「
今
か
ら
間
に

合
う
が
ん
予
防
法
」
保
谷
芳
行
さ
ん

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三

病
院
外
科
医
）▽「
が
ん
の
痛
み
〜
モ

ル
ヒ
ネ
に
つ
い
て
〜
」
横
山
博
美
さ

ん
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第

三
病
院
薬
剤
師
）
※
お
薬
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
薬
剤
師
会

�
（
５
４
９
７
）
２
５
０
１

■
難
病
講
演
会
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
診
断
と
最
新
治
療
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１０

４
時　

分
〔
対
象
〕
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

３０

病
患
者
と
そ
の
家
族
お
よ
び
関
係
者

〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
岡
尚

８０

省
さ
ん
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附

属
第
三
病
院
神
経
内
科
診
療
部
長
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

２
日
�
ま
で
に
多
摩
府
中
保
健
所
�

０
４
２
（
３
６
２
）
２
３
３
４
へ
。

■
講
演
会
「
患
者
と
医
療
者
が
理
解

し
合
う
た
め
に
〜
医
療
事
故
被
害
者

の
経
験
を
患
者
支
援
に
い
か
し
て

〜
」

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
会
場
〕
府
中
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
（
府
中
市
府
中
町
１
�
１
�
１
）

〔
対
象
〕
狛
江
市
・
武
蔵
野
市
・
三

鷹
市
・
小
金
井
市
・
調
布
市
・
府
中

市
民
ま
た
は
病
院
・
診
療
所
等
に
勤

務
し
て
い
る
医
療
従
事
者
〔
講
師
〕

豊
田
郁
子
さ
ん
（
新
葛
飾
病
院
患
者

支
援
室
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

 
■
犬
や
猫
を
飼
う
際
は
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う

▽
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

散
歩
に
連
れ
て
行
く
と
き
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
必
ず
ふ
ん

を
持
ち
帰
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
ん
等
に
よ
る
臭
い
の
苦
情
や
生

け
垣
が
枯
れ
た
り
す
る
被
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
飼
い
主
と
し
て
の
責
任

を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

鳴
き
声
が
近
隣
の
ス
ト
レ
ス
と
な

ら
な
い
よ
う
、
よ
く
鳴
く
と
き
は
静

ま
ら
せ
る
、
屋
内
に
入
れ
る
な
ど
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

犬
が
苦
手
な
人
も
大
勢
い
ま
す
。

人
が
集
ま
る
場
所
で
は
必
ず
引
き
綱

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

鑑
札
・
注
射
済
票
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

▽
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

失
踪
・
ふ
ん
尿
被
害
・
事
故
の
防

止
、
感
染
症
予
防
の
た
め
に
室
内
飼

育
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

排
出
は
ト
イ
レ
で
済
ま
せ
る
よ
う

し
つ
け
ま
し
ょ
う
。
健
康
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク
も
で
き
ま
す
。

　

迷
子
札
や
首
輪
を
つ
け
、
連
絡
先

を
書
き
ま
し
ょ
う
。
猫
の
消
息
を
把

握
す
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

一
部
の
無
責
任
な
飼
い
主
が
原
因

で
野
良
猫
が
増
え
て
い
ま
す
。
不
幸

な
命
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
も
不

妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１９母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
受
付
時
間
は

１２

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
（
９
月
５
日
〜　
１２

月
４
日
生
ま
れ
）
の
乳
児
※
通
知
対

象
者
は
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
乳

２０

１１

児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
お
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
児
の
保
育
と
離

乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

　

受
講
中
は
民
生
・
児
童
委
員
の
協

力
に
よ
り
乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
５
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
第
一
子
目
の
保
護

者
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕

２５

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

�

�
�

���
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

�
♯
７
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 

http://w
w
w
.him

a
w
ari.m

etro.tokyo.jp/

��

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１５

２２

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９
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以　下　は　広　告　枠　で　す

先
着
順
〔
内
容
〕
市
内
の
求
職
者
を

支
援
す
る
た
め
、
就
職
活
動
で
す
ぐ

に
役
立
つ
内
容
（
面
接
の
受
け
方
な

ど
）
を
中
心
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
個

別
相
談
会
〔
講
師
〕
�
東
京
し
ご
と

財
団
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
職
員

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
地
域

活
性
課
地
域
振
興
係
へ
。

■
消
費
生
活
市
民
講
座
（
施
設
見
学

会
）

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
８
時　

１６

４０

分
市
役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
（
午
後

５
時
解
散
予
定
）〔
見
学
場
所
〕
▽
味

の
素
川
崎
工
場
（
川
崎
市
川
崎
区
）

▽
花
王
東
京
工
場（
墨
田
区
）〔
定
員
〕

先
着　

人
※
川
崎
大
師
で
昼
食
（
各

４０

自
負
担
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
地
域
活
性
課

１６地
域
振
興
係
へ
。

 
■
消
費
生
活
相
談
員

〔
対
象
〕▽
消
費
生
活
専
門
相
談
員
・

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
方
（
消
費
生
活
相
談

員
の
経
験
者
優
先
）
▽
パ
ソ
コ
ン
が

で
き
る
方
▽
お
お
む
ね　

歳
以
下

５７

（
４
月
１
日
現
在
）
の
方
▽
４
月
か

ら
勤
務
で
き
る
方
〔
勤
務
日
等
〕
週

２
日
程
度
、
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

〔
募
集
人
員
〕
１
人
〔
選
考
方
法
〕

書
類
選
考
の
上
、
面
接

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

２７お
よ
び
資
格
等
証
明
書
（
写
し
）
を

持
参
の
上
、
地
域
活
性
課
地
域
振
興

係
へ
。

■
学
童
保
育
所
嘱
託
職
員

〔
対
象
〕
子
育
て
に
熱
意
が
あ
り
、

児
童
厚
生
員
、
保
育
士
、
学
校
・
幼

稚
園
教
諭
、
社
会
福
祉
士
任
用
等
の

有
資
格
者
〔
勤
務
期
間
〕
４
月
１
日

〜
平
成　

年
３
月　

日
（
週
５
日
）

２２

３１

※
更
新
の
可
能
性
あ
り〔
勤
務
時
間
〕

午
前
９
時　

分
〜
午
後
６
時　

分
※

３０

１５

学
校
休
業
日
は
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
〔
勤
務
場
所
〕
市
内
学

１５

童
保
育
所
〔
募
集
人
員
〕
３
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
・
資
格
証
明

２７書
（
写
し
）
を
持
参
の
上
、
児
童
青

少
年
課
児
童
青
少
年
係
へ
。

 
■
体
育
施
設
利
用
団
体
登
録
更
新

　

団
体
登
録
は
、
年
度
ご
と
の
更
新

が
必
要
で
す
。
平
成　

年
度
も
引
き

２１

続
き
利
用
す
る
団
体
は
、
３
月
中
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
社
会
教

育
関
係
団
体
は
除
く
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

 
�
中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
成
人
学
習
事
業
「
あ
な
た
の
生
活

に
ハ
ー
ブ
を
」　

〔
日
程
〕▽
３
月
５

日
�
（
ポ
プ
リ
）
▽　

日
�
（
ハ
ン

１２

ド
ク
リ
ー
ム
）
▽　

日
�
（
シ
フ
ォ

３１

ン
ケ
ー
キ
）〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
〔
参
加
費
〕
１
�
５
０

３０

０
円
（
３
回
分
・
実
費
）

 
■
や
さ
き
や
ま
文
庫「
お
は
な
し
会
」

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時　

２１

１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
第
三
小
学

１１

３０

校
〔
大
型
絵
本
〕
ち
か
ら
た
ろ
う

〔
お
は
な
し
〕
さ
ん
び
き
の
こ
ぶ
た

〔
折
り
紙
〕
お
ひ
な
さ
ま
〔
協
力
〕

狛
江
お
は
な
し
の
会
「
く
ー
す
け
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

 
■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
サ
ロ
ン
の
お
誘
い

（
サ
ポ
ー
ト
会
員
説
明
会
）

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時　

２０

１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館
※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
〔
対
象
〕
子

育
て
を
手
伝
う
こ
と
が
で
き
る
方

〔
内
容
〕
子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願

い
し
た
い
方
と
子
育
て
の
手
伝
い
が

で
き
る
方
が
会
員
に
な
り
、
相
互
に

助
け
合
う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
説
明
会
で
す
。
利
用
会
員
（
援

助
を
受
け
た
方
）
は
サ
ポ
ー
ト
会
員

（
援
助
を
し
た
方
）
に
お
子
さ
ん
１

人
当
た
り
１
時
間
に
つ
き
７
０
０
円

（
曜
日
、
時
間
に
よ
っ
て
は
８
０
０

円
）
の
謝
礼
金
を
支
払
い
ま
す
。
利

用
会
員
希
望
者
は
、
説
明
会
へ
の
参

加
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
説
明

会
へ
の
参
加
と
講
習
（
２
日
間
）
の

受
講
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

■
調
布
国
領
し
ご
と
情
報
広
場
に
マ

ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
就
職
を
希
望

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
子
ど
も
連

れ
で
来
所
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

予
約
に
よ
る
担
当
者
制
の
相
談
、
市

と
の
連
携
に
よ
る
保
育
所
等
の
情
報

提
供
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
し

や
す
い
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
、
一

貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

〔
利
用
時
間
〕
月
〜
土
曜
日
（
午
前

　

時
〜
午
後
７
時
）
※
土
曜
日
は
午

１０後
５
時
ま
で
。
日
曜
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
は
除
く
〔
最
寄
り
駅
〕
京
王

線
国
領
駅
北
口
か
ら
す
ぐ

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
国
領
し
ご
と

情
報
広
場
�
０
４
２
（
４
８
０
）
８

１
０
３

 
■
今
か
ら
始
め
る
就
職
活
動
！
「
緊

急
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談

会
」

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
５
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

ル
展
示
・
多
目
的
室
〔
定
員
〕
▽
セ

ミ
ナ
ー　

人
▽
個
別
相
談
会
８
人
※

４０

 
�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
▽
３
月　

日
�
〔
絵
本
〕
十
二

１６

の
月
た
ち
・
お
か
あ
さ
ん
が
い
ち
ば

ん
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
ゆ
き
む
す
め
・

２３

サ
ン
キ
ュ
ー
ベ
ア

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕２

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

２０

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
お
は

な
し
〕
牛
方
と
や
ま
ん

ば
〔
絵
本
〕
も
ぐ
ら
の

ム
ッ
ク
リ
〔
折
り
紙
〕

お
ひ
な
さ
ま

�
和
泉
児
童
館 

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
モ
ン
キ
ー
レ
ス
リ
ン
グ
大
会　

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
３
時

２５

　

分
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生

３０■
子
ど
も
服
リ
サ
イ
ク
ル　
〔
日

時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜　

１３

１０

１１

時　

分
※
ベ
ビ
ー
服
〜
１
３
０
�

３０
の
子
ど
も
服
、

お
も
ち
ゃ
、
く

つ
の
収
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

〔
収
集
期
間
〕
２
月　

日
�
〜
３

１６

月　

日
�

１２
■
館
内
合
宿
「
お
泊
ま
り
会
�
」

　
〔
日
程
〕３
月　

日
�
〜　

日
�

１４

１５

〔
対
象
〕小
学
校
３
〜
６
年
生〔
定

員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
６
０
０
円

６０

■
館
内
合
宿
「
お
泊
ま
り
会
�
」

　
〔
日
程
〕３
月　

日
�
〜　

日
�

１９

２０

〔
対
象
〕
小
学
校
１
・
２
年
生
〔
定

員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
６
０
０
円

８０

※
合
宿
で
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ

る
中
学
・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
２
月　
２０

日
�
に
小
学
校
で
配
布
す
る
チ
ラ

シ
も
し
く
は
和
泉
児
童
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
〔
日
時
〕２
月

　

日
�
午
後
４
時
〜
５
時〔
対
象
〕

１８小
学
生

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
中
川
信
子
さ
ん（
言
語
聴
覚
士
）

と
話
そ
う　
〔
日
時
〕３
月
７
日
�

午
前　

時　

分
〜　

時　

分
〔
定

１０

３０

１１

３０

員
〕　

人
〔
テ
ー
マ
〕
子
育
て
自

１５

分
ら
し
く
い
き
ま
し
ょ
う
！

�
多
摩
川
保
育
園 

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕２
月　

日
１８

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

������������������������������������������������������������������
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２
月
は
多
い
年
で
あ
れ
ば
、

２
〜
３
�
も
の
積
雪
で
一
面
銀

世
界
と
な
る
時
期
で
す
。

　

雪
が
降
る
こ
と
で
、
時
間
と

労
力
が
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
日

々
の
雪
か
き
な
ど
の
作
業
に
費

や
さ
れ
、
除
雪
や
融
雪
の
さ
ま

ざ
ま
な
雪
道
具
な
ど
に
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
北
越
雪
譜
の
一

節
に
も
「
雪
の
為
に
力
を
尽
く

し
財
を
費
や
し
千
辛
万
苦
す

る
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
今

も
昔
も
雪
に
苦
し
む
生
活
に
変

わ
り
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

と
川
口
町
に
は
「
雪
堀
給
」
と

い
う
手
当
て
が
存
在
し
、
当
時

の
雪
に
対
す
る
労
力
の
大
き
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
雪
に
苦
労
は
し
て

も
、
風
習
と
し
て
代
々
受
け
継

が
れ
て
い
る
行
事
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
各
地
区
で
小
正
月
に
行

わ
れ
る
「
さ
い
の
神
」
で
す
。

「
さ
い
の
神
」
は
雪
の
積
も
っ

た
広
い
場
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

基
礎
と
な
る
土
台
部
分
の
雪
を

踏
み
固
め
、
柱
と
な
る
生
木
の

周
り
に
わ
ら
を
縛
り
つ
け
て
い

き
、
２
〜
３
�
程
度
の
三
角
す

い
の
形
を
作
り
上
げ
ま
す
。
こ

こ
に
、
正
月
飾
り
の
門
松
や
古

い
御
札
、
書
き
初
め
な
ど
を
飾

り
つ
け
、
お
参
り
を
し
た
後
に

火
を
つ
け
ま
す
。
火
が
つ
く
と

参
加
者
は
そ
の
火
で
餅
や
ス
ル

メ
な
ど
を
焼
い
て
、
無
病
息
災

や
家
内
安
全
、
病
気
平
癒
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
祈
願
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
さ
い
の
神
の
煙
の
行

っ
た
方
は
豊
作
に
な
る
」、「
さ

い
の
神
の
火
で
餅
を
焼
い
て
食

べ
る
と
健
康
で
い
ら
れ
る
」、

「
さ
い
の
神
の
火
に
あ
た
る
と

体
が
丈
夫
に
な
る
」
な
ど
各
地

区
で
さ
ま
ざ
ま
な
い
わ
れ
が
後

世
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
町
産
業

振
興
課
�
０
２
５
８
（　

）
３

８９

１
１
３

～多摩川を生かした連携を目指して～
　

今
年
の
小
菅
村
は
、
雪
も
な

く
穏
や
か
な
正
月
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

小
菅
村
の
正
月
（
１
月
）
の
行

事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
年
、
１
月
２
日
に
は
村
外

に
い
る
新
成
人
が
正
月
で
村
に

帰
る
と
き
を
狙
い
、
村
の
「
成

人
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

は
、
７
人
の
新
成
人
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

７
日
は
、
各
地
区
ご
と
に
子

ど
も
た
ち
に
よ
る「
お
松
引
き
・

お
松
作
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

各
家
庭
の
門
松
を
集
め
、
円
す

い
形
の
お
松
を
作
り
ま
す
。

　

近
ご
ろ
は
、
門
松
が
小
型
化

し
た
り
、
市

販
の
松
飾
り

が
多
く
な
り
、

松
が
不
足
し
て
お
松
作
り
も
大

変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
松
は
小
正
月
の
「
お

松
焼
き
」
に
用
い
ら
れ
、
村
人

は
団
子
を
持
ち
寄
り
、
お
松
の

火
で
焼
い
て
食
べ
ま
す
。
そ
の

団
子
を
食
べ
る
と
、
一
年
中
風

邪
を
ひ
か
な
い
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

　

１
月　

日
（
現
在
は
第
４
土

２５

曜
日
）
に
は
各
地
区
で
菅
原
道

真
の
お
祭
り
と
し
て「
天
神
講
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
書
い
た
筆
字
を
笹
竹
に
つ
る

し
て
各
地
区
の
天
神
の
社
に
持

っ
て
行
き
、
勉
強
が
良
く
で
き
、

字
が
上
手
に
な
り
ま
す
よ
う
に

と
祈
る
も
の
で
す
。

　

形
や
方
法
は
多
少
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
行
事
は
、

昔
か
ら
伝
わ
る
正
月
行
事
と
し

て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
来
年
、
狛
江
市
の
皆
さ
ん

も
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
源
流

振
興
課
�
０
４
２
８
（　

）
０

８７

１
１
１
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住民交流
友好都市
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お松焼き さいの神

�
�
�

▽　

日
�
午
前　

時　

分
〜
午
後
４

２１

１０

３０

時
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
狛
江
シ
ル
ク
の

会
）、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
、

カ
ラ
オ
ケ

▽　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
５
時

２２

１０

　

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
の
演
奏
と

歌
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ

▽　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
６
時

２８

１０

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
気
功
体
操
、

合
唱
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ス
ペ
イ
ン

舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
、
演
劇

▽
１
日
�
午
前　

時
〜
午
後
７
時　

１０

３０

分
　

謡
曲
の
つ
ど
い
、
民
謡
、
和
太
鼓

ほ
か
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
半
幅
帯
の
ひ

と
り
結
び
・
振
り
袖
の
帯
結
び
、
輝

け
・
邦
楽
を
い
べ
ん
と
西
河
原
に
！
、

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｉ
Ｎ　

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｅ

�
�
�
�
�
�

▽　

日
�
・　

日
�

２１

２２

　

絵
画
、
陶
芸
（
手
作
り
陶
器
市
）、

七
宝
焼
、
写
真
、
生
け
花
、
和
紙
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
、グ
ル
ー
プ
活
動
展（
狛

江
地
域
ね
こ
の
会
）

▽　

日
�
・
１
日
�

２８

　

写
真
、
俳
句
、
書
道
、
染
色
、
水
墨

画
、
ハ
ー
ブ
ク
ラ
フ
ト
、
絵
画
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、木
工
、活

動
展（
万
葉
名
歌
玉
川
碑
に
集
う
会
）

�
�
�
�
�

▽　

日
�　

紙
す
き
、
民
謡

２１
▽　

日
�　

紙
す
き

２２
▽　

日
�　

日
本
舞
踊
と
篠
笛

２８
▽
全
日　

パ
ソ
コ
ン
体
験
※
西
河
原

公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
室
の
利
用
を
希

望
す
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
後

日
、
講
習
会
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
	



▽　

日
�　

コ
ー
ヒ
ー
、
ク
ッ
キ
ー

２１
▽　

日
�　

世
界
の
家
庭
料
理

２２
▽　

日
�　

抹
茶
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、

２８
菓
子
、
包
丁
研
ぎ

▽
１
日
�　

包
丁
研
ぎ

�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
３
時　

２６

４５

分
か
ら

〔
内
容
〕
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と

よ
み
き
か
せ
（
達
川
葉
子
さ
ん
）

　
「
い
べ
ん
と
西
河
原
」の
準
備
・
後

片
付
け
の
た
め
、
２
月　

日
�
・　

２０

２３

日
�
・　

日
�
、
３
月
２
日
�
は
施

２７

設
の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
午
後
５
時
以
降
は
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
（
図
書
室
は
通
常
ど

お
り
開
室
し
ま
す
）。
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臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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さまざまなジャンルで構成されるステージ

２
月　

日
�
・　

日
�
・

２１

２２

　

日
�
、
３
月
１
日
�

２８

日日日日日日日日日日
程程程程程程程程程程
日
程

時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間
時
間
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０


